
6911色塚古墳前方部頂上―南から一
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硼正色塚古墳前方部頂上 (整備後)一南から一
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70五色塚古墳後円部 (整備後)一北から一

7D五色塚古墳後円部頂上埴輪列 (整備後 )
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『 0五色塚古墳後円部頂上埴輪列 (整備後 )
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T511色塚古墳東マウンドー北西から一

70五色塚古墳東マウンド(整備後)一西から一



『 D五色塚古墳北東
マウンドー北から一

TD五色塚古墳北東マウンド(整備後)一北から一

一- 53 -―



小壷古墳の整備  小壷古墳の整備は,昭和47年度に工事を行った。本来は 2段築成
の墳丘であったが,下段の大部分が道路敷に入ってしまっているた

め,上段・下段を保護するような形で盛土を行い, 1つの斜面にし

ている。

調査の結果,築造当時から葺石は葺かれていなかったことが確認

されたので,墳丘全体を芝張りにして整備 した。

『 9ylヽ壺古墳東側下段―東から一



G骸卜壺古墳―東から一

Olylヽ壺古墳 (整備後)一東から一



ロロげ瘍盈霧御空 lヵ i擦鑢罐題鰺慶籐鍮翻園癬容締ヴ
ー

00五色塚古墳および小壺古墳 (調査前 )
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00五色塚古墳および′よヽ壺古墳 (整備後 )
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e→五色塚古墳およびノ」ヽ壺古墳 (整備後)一南東から一

95Σ色塚古墳および小壺古墳 (整備後)一南から一



Gθ五色塚古墳および小壺古墳 (整備後)一南から一

071色塚古墳および小壺古墳 (整備後)一南から一



G811色塚古墳 (整備後)一北から一

G911色塚古墳および′Jヽ壺古墳―北から一
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00五色塚古墳および小壺古墳 (整備後)一北東から一

―
ム

01圧色塚古墳および小壺古墳 (整備後)一西から一
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以上のようにして,五色塚古墳・小壷古墳の墳丘を整備するとと

もに周濠および周濠内の施設についても整備を行った。これらの詳

細については整備報告書にゆずらなければならないが,最後に,五

色塚古墳前方部の昭和49年度工事で,築造当時の葺石を樹脂で固定

する工法を採用したので,そ のことにふれておきたい。

タックスエ法  前期の整備方法は,先述 したように,築造当時の葺石をそのまま

利用しながら復元するという方法であったが,そ の後,石の落下す

るものが若千認められるので昭和49年度の前方部復元区域で,築造

当時の葺石を調査当時のまま固定するタックスエ法を採用し,石の

落下などを防止する方法をとっている。この工法を採用した区域は,

前方部東狽JS7ラ インから北へ21mの範囲の上・中段である。

あとがき 本書は、「史跡五色塚古墳復元・整備事業概要」 (1975年発行 )

の改定版である。文章は、同じであるが、写真を若干入れかえて読

みやすくした。

本書に使用した航空写真の一部は、神戸新聞社から提供を受けた。
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